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昭和63年度第2次観測ロケット実験計画概要

昭和63年度第2次観測ロケット実験においては、 S-31 0-19号機、

S-520-10号機、MT-135-50号機及びM-3SⅡ-4号機の

合計4機による観測実験を行う計画で、それぞれの実験目的は次のとおりで

あるこ

ロケット 
到達高度 

水平距離 (肋) 

全重量 
搭載計器 重量伍の 

観 測 日 的 
(肋) (ton) 

S-310-19 212 224 0.7 39.4 酸素原子密度の測定 

S-520細10 279 367 2.2 104.5 近赤外宇宙背景放射の観測 

MT」135-50 60 50 0.07 4.8 オゾンの観測 

M-3SⅡ-4 

近地点 

1,680 61.3 294 

第12号科学衛星(耳XOS- 

270 遠地点 10,000 

D)によるオーロラ粒子加速 機構の研究 

1.実験実施責任者

宇宙科学研究所長 西 村 純

東京都目黒区駒場4-6鵜1 (TEしO3-467-1111)

2.実験場所

宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所

東経131004-451-北緯31015-00-一

鹿児島県肝属郡内之浦町長坪(TEしO994-67-2211)

る.実験期間

昭和64年2月1日(水)へ2月28日(日)

国書鵜岳

●音- ○

● O

各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

ロケット 実験予定日 実験時間帯 延長する場合の期間 

S- 310-19 2月1日㈱ 22時00分 
2/1-2/522:00-22;30 2/6へ2/923:30-24:00 

2月2日へ2月9臼 

S-520-10 2月6日旧)02時00分 
2,/6-2/902:00へ02:30 2,4(ト2,4301:4軸2:15 

2月7日へ2月13日 

MT-135-50 2月15日㈱11時00分 11:00へ11:30 2月16目へ2月19日 

M-3SⅡ-4 2月20目旧)08時00分 

補助ブースタ、第1段 08:00へ09:00 第2段 08:10へ09:10 

2月21目へ2月28日 

4.警戒の範囲

陸上における警戒の範囲

別紙(1) S-310-19,S-520葛10,MT-135-50号機に適用

陸上及び海上における警戒の範掛

別紙(2) M-3SⅡ-4号機に適用

海上におけるロケットの落下予想区域

別紙(3) S-310-19 号機に適用

〃 (4) S-520-10 号機に適用

〃 (5)’ MT-135-50 号機に適用

" (6) M-3SⅡ一4号機に適用

.5∴ 実験の要領

(1)実験は天候及び研究上の都合によって延期することがある。延期の理

由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段(ラジオ等)
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を講ずる。

また、研究上の理由によるときは、不測の障害に基づく場合以外はで

きるだけ前日中に報知する手段(ラジオ等)を講ずる。

(2)実験情報の船舶、航空機に対する通報は概略次のとおり行われる。

ア・一般航行船舶に対しては、海上保安庁からの水路通報、航行警報に

よる。

また、共同通信社(海上保安庁提供の航行警報を放送)を通じても

行う。

イ・漁船に対しては、関係漁業無線局からの無線通信のほか、 NHK鹿

児島・宮崎、南日本放送、宮崎放送、大分放送各局のラジオ放送も行

う。

ウ.航空機に対しては、運輸省航空局からのノータムによる。

(3)実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。発射3 0分前に赤旗を掲げサイ・

レンを鳴らす。実験が日没後に行われる時は赤旗のかわりに3個の点滅

式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。実験終了後は

花火2発をあば赤旗をおろし、又は赤色ランプを消す。

(4)実験当日の警戒は陸上については鹿児島県警察、海上については第十

管区海上保安本部及び鹿児島県に依頼する。その細目は打ち合せの上定

める。

また、航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

観測所付近の陸上及び海上については、宇宙科学研究所においても監

視員を観測所内に配置し、ま・た、観測所内に設置された海上監視レーダ

により警戒にあたる。

実験中は警戒区域内に一般の人が立入らないように立札又は縄張りを

する。

ー3一

⑲( 0

●) o

(5)実験に際しては、鹿児島宇宙空間観測所と鹿児島海上保安部及び鹿児

島空港事務所との間に連絡用通信回線を宇宙科学研究所が開設し、連絡

にあたる。

(6)新東京空港事務所並びに東京、福岡、那覇の各航空交通管制部へ各ロ

ケットの発射2時間前及び3●0分前に発射時聞及び機種を通報する。

6.報道関係

(1)報道関係者には、次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

S-310-19 1月31日(火) 12:00へ13:00

S-520-10 2月 4日(土) 14:00へ16:00

MT-135-50 2月14日(火) 12:00へ13:00

M-3S・Ⅱ
-

4 2月17日(金) 12:00へ13:00

(2)実験の結果については、実験終予後実験主任が概略の発表を行う。

7 実験主任

S-310-1 9号機

S-520-10号機

MT-135-50号機

M- 3 S Ⅱ一 4号機

助教授 中 村 良 治

教 授 雛 田 元 結

助教授 小 山 孝一郎

教 授 松 尾 弘 毅

8.実験の内容

S-310-19号機(2月1日(水) 22時00分打上げ予定)

熱圏大気の主要成分である酸素原子の密度の高度分布を測定するのが

主目的である。測定方法は共鳴線ランプからの光をロケット周囲の大気

に照射し、それからの共鳴散乱光の強度を計測する直接的手段を始めて
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用いろ。また、ヘルツベルグ帯の放射計により酸素分子の高度分布の同

時観測も行う。観測に不可欠な’ロケットの姿勢は星センサーにより決定

する。

S-520鵜10号機(2月6日(月) 02時00分打上げ予定)

このロケッ’ト実験の目的は、宇宙のはじまり・を探るために宇宙背景放

射を近赤外とサブミリ波領域で観測するものである。前者はビックバン

以後はじめて宇宙に星が生れた過程を、また後者は3 K背景放射をサブ

ミリ波領域で精密に測定することによって、ビックバン以後の宇宙の変

遷を調べようとするものである。このために液体ヘリウムで冷却した赤

外線、サブミリ波分光器を搭載する。

尚、観測器を正確に目標天城に指向し、背景放射の異方性の検出を行

うために、ロケットには精密な姿勢制御装置(CN)が備えられ、実験

後それを回収するための回収装置も用意される。

MT-135-50号機(2月15日(水) 11時00分打上げ予定)

MT-1 35-50号機による実験は、私達人間に深くかかわりあっ

ている成層圏オゾンの長期変動を調べるために数年間に亘って継続して

行う一連の実験の一つである。オゾンによる太陽光の吸収を測定するこ

とによりオゾン密度を求め、オゾンの日変化、季節変化を調べると共に

理論との比較を行う。 ・

オゾンゾンデは高度約60助でロケットより放出され、その後パラシ

ュートで降下し高度約2 0駒までのオゾン軽度を測定する。

M-3SⅡ-4号機(2月20日(月) 08時00分打上げ予定)

・第1 2号科学衛星EXOS-Dは第5号科学衛星「きょっこう」、第

6号科学衛星「じきけん」に続くわが国第3番目の磁気圏観測衛星で、

オーロラに関連した磁気圏の物理現象の解明を目的として1 9 8 9年2

ー 5-

●)白 ①

e音 ●

月に遠地点約1 0,0 0 0‰軌道傾斜角約7 5 0の準極軌道に打ち上げら

れる。高緯度地方の夜空を彩るオーロラは磁気圏内の物理現象と密接に

結びついており古くから磁気圏研究の主要テ.-マの一つであった。近年、

オーロラ上空5千一1万物にオーロラ粒子を加速し、強い電磁波を放射

している領域(粒子加速域)の存在を示す観測結果が報告され注目を集

めている。 EXOS-Dは、この粒子加速域に突入し、その中でプラズ

マの諸量を直接測定すると同時に、上空からオーロラの撮影を行うこと

によって、オーロラ粒子加速のメカニズム解明に寄与しようとしている。

この目的に沿って、 EXOS-Dには、磁場計測(MGF) ,電場計測

(EFD),プラズマ粒子エネルギー、質量計測(LEP,SMS,T

ED),プラズマ波動計測(PWS,VLF),及び、オーロラ撮影

(ATV)の合計8個の観測器が搭載されている。このうち、 SMSは

ヵナダNRCとの共同研究として、カナダで製作された観測器である。

衛星本体は、対辺寸法1.2 6m、高さImの略8角柱状であり、重量

は300k粥昌であ.る。 4枚の0.68mxl.2 1mの太陽電池パドルを展

開し約2 5 0Wの電力を発生する。衛星姿勢は、磁気トルカ一により常

にスピン軸を太陽方向に向け、 7.5 rmpで回転するよう制御される。軌

道上では、上記パドルの他、 30mワイヤーアンテナ4本、磁力計用5

m伸展マスト、サーチコイル用3m伸展マスト及び、 3軸ループアンテ

ナが伸展される。

一6-



S-310-19

別紙(1)陸上における警戒区域( S-520-10 †号機に適用
MT-135-50

⑭∴⑲

別紙(2)陸上及び海上における警戒区域(M- 3 S Ⅱ一4号機に適用)

発
射
点
よ
り

450肋

1 ランチャ点(ロケットセンター)

2 計器センター

3 受 付

4 コントロールセンター

5 テレメータセンタ一 回
6 電波観測センター

7 18肋やテレメータセンター

8 4加クレーグ第3光学

9 第l監視所

10 第1光学

11ポンプ室

12 ミューセンター

13 SA台地

14 気象台地

15 管理台地

450肋

発進方向1450

一7-
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別紙(3)海上における落下予想区域(S-3 1 0-1 9号機に適用)

29o36100nN、132o25-00--E

を中心とする半径3 2・4NM( 6 0展)の円

し-0 120.9NM(224心)

ー9-
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●

別紙(4)海上における落下予想区域(S-5 2 0-1 0号機に適用)



別紙(5)海上における落下予想区域(MT-1 3 5-5 0号機に適用)

し(発射点)

31O15IooiiN. 131Oo4145一一E

志布志湾

発進方向1450

圏 30O52Iool-N. 13lO23IooIIE

を中心とする半径8.1NM(15k皿)の円

し○○ 27.ONM(50k皿)

一間ニ

e川 音①

別紙(6)海上における落下予想区域(M-3 S Ⅱ-4号機に適用)

大隅半島

発甥向1470

(補助ブースタ)

AからBまで5.5NM( 10Km)

Bからbまで6.5NM(12Km)

bからaまで4.5NM( 8K血)

aからAまで6.5NM(12Km)

143NM線

28。56-21--N (265KⅢ線)

131049109iiE

28037-41iiN

131059104iiE

17025io2iiN

134041i20ii困

15O3.6i1211N

134048102IIE

1 6NM 〇十

(30妃)
i

164NM線

(304腿線)

17NM
￣十

(32姐)

(第1段)

852NM線

(1579K血線)

←
52NM

(96KⅢ)

958NM線

(1775K皿線)

61NM →

(113姐)

しく発射点)

31O14150iiN 131Oo5Io5"E

A. 31Oo2120"N 131Oo9Io7"E

B, 30。56-38-1N 131O12i40iiE

a. 3lOo4126IIN 131O13144"E

b. 30O59-13i-N 131O18114一一E

29002103IIN

132006i12IIE

28043i22iiN

132017I14iiE

17033i13iiN

135。35105IiE

15048i45IIN

135049149IIE

(第2段・ノーズフェアリング)
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